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1 はじめに

 ツングース諸語は10ほどの同系諸言語からなり，おもに中国東北部および新旧とロシ

アの東部シベリア・極東地方に分布している。話者人口は，言語により数十人から数万

人規模まであるが，ツングース諸語全体を合わせても7万人以下と見られる。ここでは

中国のツングース諸語について，その現状と言語特徴を概観し，具体例として民話テキ

ストの一例を紹介したい。あわせてこれまでの研究状況とその問題点を指摘する。

2 民族／言語分類，入口，分布

 中国では公式に5つのツングース系少数民族を認め，それをそのまま言語分類にもあ

てはめている。しかしながら今日一般に認められるツングース諸語の言語学的分類とは

一致しない点がある。表1に中国での民族／言語分類と方言区分，それに対する一般的

言語分類との関係を示す。

表1 中国のツングース系諸族とその言語の帰属

中国の民族／言語分類    方言区分

邪温感（Ewεηんε）、、ζ．一一一＿．．一一一ソロン方言

一般的な言語分類（池上1989）

ソロン語（Solon）

～、チンバルグ（ハムニガン）方言

＼オルグヤ（ヤクート）方言 エウェンキー語

（Ewenki， Evenki）

署区倫春（E1観。枷η）

赫哲（飽z加）一・・…；こ＝＝一一一一一一一キーレン方言一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一．．．一？（、f風間1996）

一＼ヘジェン方言 ナーナイ語（慢㎜i）

霧畿㌫二＝＝＝＝＝＝＝＝ 満洲語（M翻
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表2 中国のツングース諸族人ロの推移と民族語話者数

1982年 1990年 民族語話者数 （Hu et al．1988）

郡温克
19343 ，

26，315
17000 ，

郡倫春 4，132 6，965 2，240

赫 哲 1，476 4，245 40

満 4299159，    ，

9，821，180 70

錫 伯 83，629 172847 ， 26760 ，

 表1に見られるように，中国でいう那温克（エウェンク）語のうち8割方を占める

「ソロン方言」は，言語分類上ソロン語という独自の言語であるのに対し，他の少数派

の2方言は，ロシア・シベリア東部に広域分布するエウェンキー語の方言であると認め

られる。なお，チンバルグ（ハムニガン）方言のグループはまたツングース・エウェン

クとも呼ばれる。オルグや方言のグループをヤクートとも呼ぶのは，単にチュルク系の

ヤクート（サバ）の居住地域付近から移って来たと見られているためであり，言語的に

ツングース系であることは間違いない。蔀倫春（オロチョン）語も，上述のエウェンク

語2方言とともに，エウェンキー語の方言として位置付けられる。赫哲（ヘジェ，ヘ

ジェン）語は通例，ナーナイ語の方言と見られているが，風間（1996）によると，その

主要方言であるキーレン方言は，音韻対応上，むしろウデへ語やオロチ語のグループ

（池．ヒ1989の分類の第二群）に近いとされる。いっぽう，満族（＝満洲族）と区別され

た錫伯（シボ，シベ）族の言語は，ともに同じ満洲語の方言と見られる。なお中国では

単に「凹凹」というと，清朝時代の文語を指すことが多く，生きた口語を指すときは

「現代満引」ということが多い。

 これらのツングース三二族の人口について，1982年と90年の統計の数字をあげておく

（表2参照）。中国の統計には，民族言語の話者人口は特に現われないので，言語学者に

よる推定数を付しておく（おそらく第二言語話者を含む数字）。中国全体で少数民族人

口は一般に増加を示しているが，これには漢族も含めた全体的な人口増加傾向や民族意

識の高まりのほか，少数民族に対する優遇措置から積極的に少数民族を名乗るケースが

増えていることも関係している。それに対して民族言語の話者数は，比較できる確実な

数字はないが，減少していることは疑いない。特にヘジェン語と評語の話者数はこの時

点ですでに僅少であり，きわめて危機度が高いと言わなければならない。ヘジェン語に

ついて，筆者は1992年にウスリー江沿いのヘジェンの村を訪れる機会があったが，高齢

の話者を残すのみであった。その話者の多くもその後亡くなられたと聞いている。満語

については，学校での教育も試みられているようだが，文語の伝統があるばかりに，読

み書きに主眼がおかれ，口語の維持・普及には必ずしも直結していないのが現状である。

それに対してシベ語は，比較的多数の話者によって維持されており，30代の流暢な話し

手も珍しくないようである。ただし特に都市部では，家庭内でも次第に使われなくなる

傾向は否めないという。なおシベ語も満洲字をほぼそのまま継承した文語をもつが，そ
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副中国のツングース訓

の実態は清朝時代の満洲語文語と大差のないものであり，ここでも口語との乖離が見ら

れる。

 これら中国のツングース系諸族の分布については地図を参照されたい。おおむね東北

部の黒龍江とその支流域に集中しているが，シベ語だけは新町ウイグル自治区（特にウ

ルムチ市とイリ・カザフ自治県）に飛び地のように分布している。これは清朝の乾隆年

間（18世紀）に東北地方から辺境防備のために派遣された駐留軍の子孫である。エウェ

ンク語方言の分布について付言すると，ハイラル市の北にあるのが，いわゆるツングー

ス・エウェンク（朝講1995＝4によれば人口2，347人，うち話者2，060人：ソロン語話者を

含む数字か？），内蒙古自治区最北部にあるのがオルグヤ・エウェンク（同上では人口

502人，うち話者324人）である。これら両方言の調査・研究も急務であるが，一般に中

国では主要方言（この場合はソロン・エウェンク，すなわちソロン語）の研究でこと足

れりとして，弱小ないし非標準的な方言（この場合，実は別の言語）は省みられること

地図 中国のツングース賭語分布図（胡1988：275に加筆）
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が少ない。これはある意味で自然な選択でもあるが，危機度の高い言語（方言）こそ記

述を急ぐべきであるという考え方が十分目浸透していないとすれば，残念なことであ

る。したがってこれら両方言についても，今のところおもに（筆者を含む）外国人研究

者の記述がわずかにあるにすぎない。

 ちなみに筆者はオルグヤで，30～40代の比較的若い話者と接する機会があった。上述

のとおり集団の規模は小さいが，都会から離れた非常に辺鄙な所でトナカイ飼育を行い

ながら周囲から比較的自立した生活をしている人たちである。おそらくそういう条件の

せいで，恐れていたほどには，言語の保存状態は悪くないという印象を受けた。もちろ

ん子供が継承していない以上，遠からず消滅に向かうことは避けがたく，緊急の調査が

必要であることに変わりない。

3 中国領ツングース諸語の共通特徴

 さて，中国の記述などをもとに中国領のツングース語を見ると，ロシア側のツングー

ス語といろいろな点で違っていることに気づく。それは，一つには記述の違いというこ

とももちろんあるだろうが，言語構造自体の違いに帰せられる点がかなりあるように思

われる。このことについてはすでにいくつかのところで発表したので（津：曲1996，

Ts㎜ag頷1997），ここで詳しく繰り返すことはしないが，目立った文法面での特徴だ

けを列挙してみたい。

①名詞・代名詞の属格（田村1992，津曲1992）

 まず中国のツングース語では，「～の」にあたる属格が名詞・代名詞ともに発達してい

る。つまり，ロシアのツングース語には一般に名詞に属格というものがなくて（人称代

名詞には属格を有する言語もあるが），所有などの関係を表わすときには，ただ名詞を

並べて後の所有物名詞の最後にいわゆる人称語尾「それの」を付ける。たとえば「鳥の

巣」なら，「鳥 巣一それの」のように表わすのが，ロシアのツングース語では一一般的

である。それに対して，中国領では代名詞・名詞ともむしろ日本語式に，「の」にあたる

属格を使うことが多い。そして所有物名詞に付される人称語尾は，あまり使われない

か，随意的というケースが多い。

②譲渡可能接尾辞の欠如（津曲1992）

 これとおそらく関連することだが，中国のツングース諸語では「譲渡可能接尾辞」が

欠如している。すなわち所有者と所有されるものとの関係に応じて，自分に近い側のも

の（たとえば身体の一部，親族，家畜，日用品など）とそうでないものを範疇分けし

て，遠い側のものに義務的にi接辞を付けて区別するということが，ロシア側のツングー

ス語では知られている。中国の記述を見る限り，そういう接尾辞にあたるものは見当た

216



津曲 中国のツングース諸語

らないし，筆者自身の調査した範囲内でもそのような区別や接辞は確認できない。

③指定格の欠如

 名詞の格変化で指定格というものがロシア領のツングース語のいくつかにはあるが，

中国領のツングース語にはどの言語にもない。指定格というのは，風間（1999）によれ

ば，何か新しく出現する場合の自動詞主語，あるいはある動作の結果新しく生じた他動

詞目的語などを表わす格である，というとらえ方がなされている。中国領のツングース

語の記述を見ても，そういう関係を表わすための特別な格というものはない。

④形容詞の重複強調形（津曲1993）

 中国のほとんどのツングース語では，形容詞の第一音節の最初のCVにbなどの子

音を付けて重複することで，強調形を作る手法がある：ソロンnob nogo「四緑の」，オ

ロチョンbag bagda血1「真っ白な」，ヘジェンtab targ㎜「まるまる太った」，シベf…＊

㎞un「真っ暗な」。ちなみにチュルク系やモンゴル系の言語に全く同じようなやり方

があって，恐らく直：接にはモンゴル系の言語から入った語法だろうと見られる。しか

し，これはロシア領のツングース語には確認できない。

⑤一致の欠如

 統語論的な問題として，形容詞と名詞，一般に修飾語と被修飾名詞との問に，主に格

に関する一致がいろいろな形でロシア領のツングース語には見られる。例えば「大きな

トナカイを」というようなときに，「大きい」という形容詞も対格を取って，「大きい

（の）を・トナカイを」のように表わす言い方だが，そういうことが中国のツングース語

では見られない。風間（1994）によると，一口にツングース語の一致と言っても，エ

ウェン語・エウェンキー語のタイプと，それ以外のアムール下流域などのツングース語

での一致では，タイプが異なるとされるが，いずれにしても中国領ではこの種の現象は

まったく見られないようである。

 このように文法面に限って見ても，中国のツングース語はロシア領のそれと比べて，

いろいろな点でかなり違っている。国境が確定したのはさほど古いことではないから，

比較的新しい変化によって，言語の構造が違ってきているというようなことが一応言え

るかもしれない。しかし歴史的に考えると，中国のツングース語に対してはモンゴル語

の影響，そのモンゴル語の影響を受けた満洲語の影響，それからさらにそれを包みこむ

ような形での中国語の影響といったような，比較的長期に渡る重層的な影響関係を考え

なければならないだろう。

4 ヘジェン語テキスト例

ここで筆者が1992年8月，黒龍江省饒河（ラオホ）で採録したヘジェン語の昔話
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（teelungu）を紹介したい。表記と訳は暫定的なものであり，便宜上の行区分をほどこ

している。漢語がいろいろな形で入っており，中には接続詞的な語なども入っているの

がわかる。一部満洲語起源と思われる単語なども見られる。

 なお，王士媛，馬名超，黄任遠編（1986：159－164）に同趣の．話（ただし漢語のみ）

が「長虫兄妹」としてある。

あらすじ：おじいさんとおばあさんが住んでいた。子供がなかったが，あるときおばあさん

に子供が生まれた。なんとそれは2匹のオスとメスの蛇だった。おじいさんはそれを嫌って，

すぐに捨てたが，おばあさんが拾ってきて，自分の乳を飲ませて育てた。その蛇は大きくなっ

て出て行った。おばあさんがあとをつけて行ってみると，お土産を持たせて帰らせた。その

お土産の箱を開けると，宝物がいっぱい出てきた。それを見たおじいさんが自分も行ってみ

ると，やはり箱を持たされて帰された。その箱を途中で開けるなと言われたが，つい開けて

みると，蛇が出てきて，おじいさんを食べてしまった。

1mafa mamari baldixatia． xitede ancaa． amile xitektexatia． zuru zabzan uzixenie．

 爺さんと婆さんが暮していた。子供もいない。あとで子供が生まれた。2匹の蛇が生まれた。

2zabzan uzixenie tei ma㎞ziu1）ei gelesini zabzama nodanxani．

 蛇が生まれて，その爺さんはすぐこれを恐れて，蛇を捨てた。

3nodanxani mamani balg㎏ile uletxenie． nedele emini elnudan memeleania．

 捨てたのを婆さんが拾い戻して育てた。手元に置いて1日1度乳を吸わせた。

4memelexe ulewe axtaxania． axtako enere．

 乳をやって育てあげた。（蛇は）終わって出て行った。

5ei maman z重u ei xoktGwoni uzi amani ine（？）．enuxenie．

 この婆さんはすぐそのあとをつけて行った。（蛇は）帰って行った。

6em zoαbe廿sagdi zoo， guz㎞1 zoo．（’α卿5痂…）2）廿i asaxitell ziu xeze㎞a，

 一軒の家，大変大きな家，きれいな家。その娘（の蛇）が言うには，

7“bailange3＞eni emexee． ei enie emexenduni， ooxik urkeleni enkonoya．

 「恩義ある母が来ましたよ，この母が来たときにどの扉から入らせましょうP

8meun urkeleni enkonoya si4）aisin utkeleni enkonqya．”

 銀の扉から入らせましょうか，それとも金の扉から入らせましょうか？」

9neuni xeze㎞a，“bailange eni emexenie， aisin ufkeleni enkona．

 弟（の蛇）が言うには，「恩義ある母が来たのです，金の扉から入らせなさい。

10ai buda uluwe．”“eniduni im zakewe xebkonqya。”“eniduni ai guiz 5）xebkonqya。”

 いい食べ物をあげなさい。」「帰るときにどんな物を持って行かせましょうか？」「帰るときに
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  いい箱を持たせましょう。」

11eni enid㎜i ai guiz meixerileni ekonoya． enile debgelexeniε． ni ai tegele ai bozo．

 母は帰るときいい箱をかついで帰された。帰ってから開いた。何といい着物やいい布。

12tullele ami血emexenie． am亜emexenie ei asaxiteni xeze㎞［a，

 すると父（＝爺さん）がやって来た。父が来て，この娘が言うには，

13“ami emexenie ooxi urkeleni enkonoya． aisin urkenduni enkonoya

 「父さんが来ましたよ，どの扉から入らせましょう？ 金の扉に入らせましょうか，

14si meun urkenduni enkonoya．”“meun urkeleni ehkoda． nio nyuhkinia．      ・

 それとも銀の扉に入らせましょうか？」「銀の扉から入らせろ。その人が入ったら，

15gitkul budaw6 zebkuna zus㎞uxen budawe zebkしma．”

 冷えたご飯を食べさせろ，すっぱいご飯を食べさせろ。」

16“zebke zeb㎞ele e㎡d面ooxi劉iz x血eled e櫨on町a．

 「食べ物を食べさせて帰るときに，どんな箱を背負わせて帰らせましょうか？」

17 ‘‘exe gutz x｛皿eled el血onoya”．eniduni a㎞tkh五‘‘ezi ei guiz ed debgelere．

 「悪い箱を背負って帰らせろ。」帰るときに父に「絶対この箱をあけないように，

18adala ed debgelere”．adala dabgelexenl． ei guiz dulani zamun zabzan meki．

 途中で決してあけないで。」途中であけた。この箱の中からたくさんのヘビ，．ヘビ。

19tei mafawe cak zebre od廿kien． ei maf㎞axtax｛血e．

 その爺さんをきれいに食べてしまった。この爺さんは消えてなくなった。

20mamani icanxahi ei Ina艶ye emxeni omaxani emergesi daxanie． emerg亜enuxallie．

 婆さんが見に行った，このじいさんは行ったきりどうしたのか，戻らないのか，戻って来るの

 か。

21ma㎞i cak zi飯eni giamsenil tadu bh7en． ener mederxe㎡e．

 爺さんはきれいに食べられて骨だけがそこにある。行ってみてわかった。

22 ej amiye enixe guセ㎞elezenixe．

 この爺さんは戻って来るところだったのだ，箱を背負って。

注

1）就抑

2）姫就是’α卿壷＝語りの途中で漢語に切り替わりそうになった。

3）満洲語わα漉ηggα「恩情ある（人），恩人」

4）（込）是加醜’

5）桓子9吻
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5 主要研究文献

 以下に中国での言語分類にしたがって，主要な研究文献を単行本の形のものを中心に

紹介する。あわせて，総論・比較研究などにかかわるものと，本稿での引用論文等を掲

げる。全体として，都温克語（実際にはその中のソロン語）の文献がやや多い程度で，

あとの言語については質量ともに十分ではない。公式に文字をもつ満語・シベ語につい

ては，文語資料が豊富である分，かえってロ語の正確な記述が少ないといううらみがあ

る。

 満語を除く各言語に対して『簡志』という名のシリーズが出ている。これは80年代後

半に，中国のほとんどの少数民族に対して，各言語100～200ページほどの小冊子の形で

出された簡略な文法ハンドブックである。簡単な音聞と文法，そして巻末に意味別の語

彙が付く，という体裁で統一されている。ツングース諸語の内，．満語に関しては，おそ

らく文語の研究の伝統が長い割に，ロ語の話し手が極端に少ないという特殊事情のため

に，このシリーズに含まれていない。各言語について見通しを得るには便利だが，記述

が簡単に過ぎるのはやむをえない。

 最後に定期刊行誌としてあげた『満語研究』は，ハルビン市にある黒龍江省満語研究

所から年2回出されている，満洲語およびツングース語研究の専門誌である。同研究所

は中国のツングース語研究のセンターとしての役割を担っているが，人手不足などの理

由で思うような調査・研究や資料の分析・刊行もなかなか難しいというような話を聞いて

いる。またツングース語の中でも，満洲語は中国内の研究者も多いし，まだしも注目さ

れている方で（もちろん大半は文献研究だが），他のツングース語ということになると，

国内研究者も少なく，研究もまだまだこれからというのが現状である。その一方で話者

の減少は急速に進んでおり，日本をはじめとする外国人研究者の協力と貢献が期待され

ている。
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